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どんな社会にしたいのか

障害のある人が、障害のない人と同じように

生きる事が出来る公平な社会



日本の現状

・2014年に障害者権利条約に批准

・障害のある人の55％が月額9.2万円以下の収入

・Ａ型事業所の利用者工賃に訓練等給付費が充てられなくなった



障害者の半分以上が月収 9.2万円以下



•

•

•





企業からの委託事業により企業
から求められるスキルの獲得

職業リハビリによる支援＝障害
があっても働く事ができる環境

をつくる



企業

障害者作業所

作業工賃

軽作業

利用者数と利用日数を報告

訓練等給付費

国

光熱費 設備維持費 家賃など
仲間（利用者）の給料 職員の給料

不平等な労働を強いられている



企業から受けている下請作業の内容と実態

企業

障害者作業所

（例）時給737円の仲間

一箱５円の箱折作業を
一時間行った場合、
78個の製品が出来る

78個×5円=390円の

売り上げになる。
施設としては一時間あたり
677円給料として支払ってい
るので実質は

390円ー737円=-347円
の赤字となる。

つまり、一箱５円の箱折作業を行う
事によって、一時間あたり企業に

325円を施設が支払っている事になる。



下請作業の工賃が仲間の時給を下回っている場合

企業

障害者作業所
作業工賃

訓練等給付費

国

仲間（利用者）の給料 職員の給料

作業工賃だけでは
仲間の給料を払えない
作業工賃＋訓練等給付費で補助

施設運営費

結果的に は最低賃金除外申請
を労働準監督署に行い、 しなければ
ならなくなる。

の費用も低くなり
人材確保や施設運営が になる。

さらに、訓練等給付費が工賃に使えなくなる事
で、現状のままでは、仲間の給料や労働時間を
少なくしなければならない状態に陥る。



共同受発注に向けた目標

障害者施設商品を流通に乗せる

共同受発注の窓口の創設

フェアトレード運動の促進

各事業所間の連携の強化



フェアトレードとは

発展途上国の農産物や雑貨などを、適正な価
格で継続的に輸入・消費する取り組み。低賃
金労働を強いられる傾向のある途上国で雇用
を創出し、途上国の貧困解消や経済的自立を
促すねらいがある。日本では「公正な貿易」
「オルタナティブ・トレード」などともよば
れる。



フェアトレード商品



月額工賃を倍増にするために

やるべきこと

・下請作業の単価交渉

・利用者の技術向上（効率化を図る）

・利用者に対する合理的な配慮（職業リハビリ）

・ＰＤＣＡサイクルの実施



共同受注窓口の創設

ＵＭＵ様

その他

はーとアラウンドくまもと

熊本市自立支援協議会（就労部会）
手をつなぐ育成会様
きょうされん様

熊福連様
授産協様
熊本市様

就労Ａ型事業所
就労Ｂ型事業所
就労移行支援事業所 等

就労Ａ型事業所
就労Ｂ型事業所
就労移行支援事業所 等

就労Ａ型事業所
就労Ｂ型事業所
就労移行支援事業所 等

作業受注
営業
行政入札

連携

作業量の割振り
品質管理
ルール化



共同受注を広げる

なぜ？

・障害の方々の仕事が増える事は、地域社会に障害者に
対する理解者が増やす事になる。

・外部の視点を取り入れ、より良い商品づくりへの一歩。

・障害のある人が障害がない人と同じように生きる社会



事業所間での連携の強化

なぜ？

・より高い委託料を協働で受ける事ができる。
（フェアトレード運動）

・事業所間の仕事づくりの方向性を統一し、協力関
係を構築できる。

・仲間の作業内容を高める事が期待できる。



事業所での連携の強化

やるべきこと

・共同の販売会を通して、互いの商品を高めあう。

・研修を通して得た事を内部で共有する仕組み作り。

・運営委員会等を通しての情報の共有を行う。



•

•

•

•

・レトルトカレーの箱詰め作業 総数9600個

・８個（中辛４、甘口４）ずつギフト箱に入れて、
ギフト箱をさらに10箱ずつ外箱に入れる作業。
・単価･・8.2円／１個





障害者施設商品の共同制作

なぜ？

・流通に乗せる為には、大量の商品をできる仕組みが必要。

・材料費を共同で仕入れることにより、コスト削減に繋がる。



共同商品カタログの作成




